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弥生時代プリント 名前

問1 弥生時代に大陸から伝えられた金属器のうち、銅鐸や銅剣などの青銅器は、主にどのような目的で使用されていたと考えられますか。 （2019年

徳島県公立入試 類似）

1. 集団の祭祀や祭りの道具として用
いられた

2. 食物を煮炊きしたり、貯蔵したり
するための生活容器として用いられ
た

3. 土地を耕したり木を加工したりす
る実用的な工具として用いられた

4. 都の東西に置かれた市で、布や米
と交換される通貨として用いられた

問2 奈良県にある唐古・鍵遺跡のような、周囲を深い濠（ほり）で囲んだ「環濠集落」からは、高床の建物が描かれた土器などが出土しています。
このように、集落の周りに濠を巡らせた主な目的と、この時代の近畿地方において主に祭祀（お祭り）の道具として使われていた青銅器の組み
合わせとして正しいものを選びなさい。 （2018年 神奈川県公立入試 類似）

1. 目的：水害から住居を守るため ／
青銅器：はにわ

2. 目的：水害から住居を守るため ／
青銅器：銅鐸

3. 目的：外部からの敵の侵入を防ぐ
ため ／ 青銅器：土偶

4. 目的：外部からの敵の侵入を防ぐ
ため ／ 青銅器：銅鐸

問3 弥生時代に本格的に始まった稲作において、収穫の際に用いられた石包丁の使用方法について説明したものとして、最も適切なものはどれです
か。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. 土を掘り返して苗を植えるために
用いられた

2. 稲の穂の部分を摘み取るために用
いられた

3. 稲を根元から刈り取るために用い
られた

4. 収穫した後の脱穀を行うために用
いられた

問4 1世紀半ば、日本の小国の一つであった奴国の王が、中国の王朝である後漢へ使者を送った時期の社会状況として、最も適切なものはどれですか
。 （2022年 愛媛県公立入試 類似）

1. 巨大な前方後円墳が築造されるよ
うになり、その周囲には死者を供養
するための埴輪が並べられた。

2. 狩猟や採集を生活の中心とし、ナ
ウマンゾウなどの大型動物を追って
移動を繰り返す生活を送っていた。

3. 大陸から伝わった稲作や金属器の
使用が広まり、食料の蓄えや土地を
めぐる集落間の争いが起こるように
なった。

4. 仏教による国家の安定を図るため
、聖武天皇の命によって全国各地に
国分寺や国分尼寺が建立された。

問5 佐賀県に位置する弥生時代の代表的な遺跡では、居住エリアの周囲を二重の濠（ほり）や高い柵が囲んでおり、外敵を監視するための物見櫓（
ものみやぐら）の跡も見つかっています。この遺跡の名称と特徴の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2022年 沖縄県公立入試 類似）

1. 登呂遺跡 ―
仏教寺院が建立された集落

2. 三内丸山遺跡 ―
縄文時代の巨大集落

3. 板付遺跡 ―
広場に川が流れる開放的な集落

4. 吉野ヶ里遺跡 ―
大規模な環濠集落

問6 歴史上の出来事を整理する際、100年単位の「世紀」という区分が用いられます。例えば、西暦300年という年は、何世紀の終わりの年にあたり
ますか。 （2023年 山形県公立入試 類似）

1. 30世紀 2. 3世紀 3. 2世紀 4. 4世紀

問7 邪馬台国の女王が中国の魏の皇帝に使者を送った際、皇帝から授けられたとされる称号と、その証として贈られた品物の組み合わせとして適切
なものを選びなさい。 （2025年 長野県公立入試 類似）

1. 「日本国王」の称号と、明との貿
易に用いられた勘合符

2. 「倭王」の称号と、百済から贈ら
れた七支刀

3.
「親魏倭王」の称号と、金印や銅鏡

4. 「漢委奴国王」の称号と、志賀島
で発見された金印

問8 3世紀の中国（魏）の歴史書には、当時の日本の様子が記述されています。邪馬台国の女王である卑弥呼が、魏の皇帝から授かった称号と品物の
組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2023年 岩手県公立入試 類似）

1. 漢委奴国王の称号と、金印 2. 倭王武の称号と、鉄剣 3. 征夷大将軍の称号と、刀や鎧 4. 親魏倭王の称号と、金印や銅鏡

問9 弥生時代の遺跡の復元資料において、茅（かや）などの植物で葺かれた屋根が地面に接するほど低く設置され、地面を掘り下げて基礎としてい
る住居が見られます。この住居と、同じ時代に稲などを保管するために作られた「高床倉庫」の構造上の最大の違いは何ですか。 （2018年

奈良県公立入試 類似）

1. 住居は円形のものしかないが、倉
庫はすべて三角形の形をしている

2. 住居は木材を一切使わずに石だけ
で作られているが、倉庫は木材を中
心に作られている

3. 住居は瓦で屋根を葺いているが、
倉庫は茅や草を用いて屋根を葺いて
いる

4. 住居は地面を掘り下げて床を作っ
ているが、倉庫は柱によって床を高
い位置に設けている

問10 当時の日本（倭）では多くの小国が分立して争いが続いていたことが中国の歴史書に記されています。このような状況下で、邪馬台国の卑弥呼
が魏に使節を送り、皇帝との外交関係を築いた主な目的は何ですか。 （2019年 広島県公立入試 類似）

1. 魏の進んだ鉄器製造技術を独占す
ることで軍事力を高め、武力によっ
て一気に日本列島を統一するため

2. 大陸で広く信仰されていた仏教を
日本に導入することで、宗教の力に
よって国内の戦乱を鎮めるため

3. 魏が定めていた律令などの法律や
官僚制度を取り入れ、天皇を中心と
する中央集権国家の仕組みを整える
ため

4. 魏の皇帝から倭王としての国際的
な承認を得ることで、国内の他勢力
に対して優位に立ち、支配を安定さ
せるため

問11 弥生時代の生活の様子を描いた資料には、人々が稲の収穫作業を行い、その背景に柱の高い建築物が建てられている様子が見られます。収穫し
たコメを湿気や害獣から守るために、床を高くし「ネズミ返し」と呼ばれる板を柱に取り付けるなどの工夫を施したこの建築物の名称を答えな
さい。 （2023年 神奈川県公立入試 類似）

1. 高床倉庫 2. 貝塚 3. 環壕集落 4. たて穴住居

問12 佐賀県に位置する吉野ヶ里遺跡は、集落の周囲に深い濠（ほり）や土塁を巡らせた「環濠集落」の代表例として知られています。このような大
規模な防衛施設を持つ集落が弥生時代に造られるようになった社会的な背景として、最も適切な説明はどれか、選びなさい。 （2020年 和歌山県公立入試

類似）

1. 頻発する大規模な洪水や高潮から
、住居や高床倉庫の浸水を防ぐ必要
があったため

2. 仏教の伝来にともない、寺院を中
心とした聖域を保護する必要が生じ
たため

3. 本格的な稲作が始まり、土地や水
をめぐる集落間の争いが激しくなっ
たため

4. 狩猟や採集の効率を上げるために
、獲物となる動物を追い込む囲いが
必要だったため

問13 3世紀頃の日本の様子について記された歴史書に関連して、女王卑弥呼が中国の王朝である魏に使者を送った際、魏の皇帝から授けられた称号と
金印の内容として正しいものを次の中から選びなさい。 （2019年 茨城県公立入試 類似）

1. 「親魏倭王」の称号と金印 2. 「征夷大将軍」の宣旨 3. 「日本国王」の金印と勘合 4. 「漢委奴国王」の金印


